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科学技術理解に関して、日本にはリソースそのものは本当にたくさんあると思いますが、日

本の国民は、そのリソースを使うことが極めて下手だという印象を私は強く持っています。私

がかつて滞在した英国の人は、近くに自分に得な情報が転がっていると思うと進んで取りにい

きます。ところが日本人は、与えられるまで取りにいこうとしません。科学博物館も、それが

有効に利用されているかどうか、以前から疑問に思っておりました。そのような立場から、少

しお話しさせていただければと思います。

１．「科学技術に関する日米対話」によって生まれた人的交流

　2000 年に、私は「科学技術に関する日米対話」のメンバーの一員として、アメリカ側との

話し合いに参加しました。それぞれ担当のテーマを決めて話し合ったのですが、私の担当は科

学技術の社会受容性と防災技術でした。各テーマについて非常に熱心な議論が行われました。

そのときのレポートを本日持ってきましたが、日米両国で同じものを作り、日本は当時の小渕

総理、アメリカはクリントン大統領に提出いたしました。レポートで提案したことが実行され

るかどうかは総理と大統領次第という仕組みになっています。

　レポートの第 10 章「科学教育と科学技術の理解増進」の 10.1 に、「今日の科学、工学や数

学の基礎教育は、次世代の科学技術に関する能力や態度に大きな影響を及ぼすものである。特

に、前期中等教育は、生涯にわたる技能と関心を形成する時期であり、この時期の教育の質と

内容は重要である（中略）。・・・科学技術に関する高い習熟度が求められる職業が増加してい

るのに対し、学校教育は学生が卒業後最初に就く職業への準備ができるような対応が十分でき

ていない。さらに、昨今の経済のめまぐるしい進展により、多くの成人の再訓練が必要となっ

ている」と書かれています。既に 14 年前に、今日言われるキャリア教育の重要性が指摘され

ているのです。

「10.2　状況」のところでは、2000 年前後の状況になりますが、「国民の科学技術に関する

理解増進活動が科学者・技術者・各国政府によりそれぞれ推進されているところであるが、多

くの活動が未だその目的を達成し切れていないのが現状である。（中略）・・・日米両国で、科

学技術を魅力ある職業とみる人が減ってきていることもあり、先端的な技術に関する訓練を受

けてみようと考える若者が減少している」。日本人の場合、特に科学技術に関する大人の関心

が低く、上記の状況から脱することができていません。またいわゆる「３Ｋ（きつい、汚い、
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給料が安い）」ということで、科学技術に関連した職場を敬遠する傾向が強くなっており、レポー

トの言う「その結果、国内における繁栄、国外での競争力が危うくなりつつある」という状況

に陥っています。

　続けて 10.3 に「国民の科学技術の理解増進を図る観点から、科学技術専門番組の作成、研

究施設訪問等の施策が展開されている」が、「科学教育、科学技術の理解増進に関する二国間

の協力については、その規模・影響力において控えめなものであった」と記されています。ま

さにその通りであります。

　「他方、日米両国の学校間交流・協力では前進もみられる」。この部分は私が発言して入れて

もらいました。フルブライトスカラーシップ等で日本から多くの留学生がアメリカに行ってい

るのに、アメリカから日本に留学生がほとんど来ておらず、この点について IP（知的財産）の

片流れだということでアメリカの政府に大きな批判を受けました。この片流れの傾向を少しで

も是正しようという目的で、フルブライトメモリアル基金（FMF）を日本の費用で創設し、春

に 200 人、秋に 400 人、合計 600 人のアメリカの小中高の先生を約３週間日本に招き、ホー

ムステイしてもらいながら、近辺の学校で授業をしていただいたり、いろいろな教育施設を見

てもらうプロジェクトを興しました。このプロジェクトは 11 年間続き、３年ほど前に終了し

ました。このとき来日したアメリカの先生方が日本の初中教育に感心して始まったのが、「マ

スター・ティーチャー・プログラム」です。先生の交流を通じて親しくなった学校同士、日本・

アメリカから各５校選び、それぞれペアを作って、共通の科学的な話題について子どもたちに

研究をさせ、その成果をお互いにテレビ会議で議論するというプログラムです。

　このプログラムの最初のプロジェクトは、バグ（虫）、特にビートルを調べるものでした。

アメリカＡ校と日本Ｂ校でペアを組み、コガネムシやカブトムシなどをそれぞれ自分の学校の

近くで集めて分類し、どういう種類のものがいるかを比べ合います。さらに、当然両国にいる

虫の種類が違うわけですから、どうしてそのような違いができるのかを調べさせます。ベジテー

ション（植物）の問題もあるだろうし、土や気象の問題もあるだろうということですね。アメ

リカではそのプログラムを立ち上げた途端、分類についてはミシガン大学の世界的な権威の先

生が「僕が手伝おう」とすぐに手を挙げられ、ベジテーションと土についてはスミソニアン博

物館、気象についてはアメリカ航空宇宙局（NASA）が協力を申し出ました。しかし日本では、

そのような協力体制がなかなか整わず非常に苦労しました。最終的には何とか体制を整えて素

晴らしいプログラムを展開できたのですが、関係者からなかなか大変だったと聞きました。

　続けて 10.3 には「今日、両国の民間部門では、全てのレベルの被雇用者を世界的競争にい

かにして有効に対応し得るようにするかという大きな問題に直面している」とあります。エン

ジニアリングの分野では、ワシントンアコードという組織があり、そのメンバーとして認証さ

れている評価機関が、カリキュラムの国際通用性を確保するためにカリキュラムのチェック

をしています。日本では私が会長をしている JABEE（技術者教育認定機構）がワシントンア

コードのメンバーです。各国のメンバー機関は６年に一度、他の国からの３人のレビュアーに

エンジニアリングプログラムの国際通用性をきちんと評価しているかを評価してもらい、認め
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られるとワシントンアコードのメンバーとしての資格を維持できるシステムになっています。

2000 年の時点ではまだ JABEE は発足していなかったのですが、今では JABEE の認定を受けた

エンジニアリングプログラムの修了生は世界中共通ベースで働けることになっています。そう

いうことからワシントンアコードに入るためにどの国も懸命の努力をしております。日本対話

でこの議論をしたときには私は気付きませんでしたが、そのようなことが伏線として入ってい

ます。（PPT 資料 3 ～ 7 参照）

２．科学教育の理解増進における日米の協力

　続けて 10.4 では「今後の協力」について、「特に以下の２点についての対応が急務である」

として、まず科学教育を挙げています。即ち「（米国の中等学校、日本の中学校の）学校教育

においては、教員の能力が大きな影響力を持っている。（中略）・・・日米両国の科学担当教員

が、効率的な授業の進め方や教材、担当分野における知識の理解などについて、経験や意見の

交換をすることが重要である」とありますが、これはアメリカ側がより強く主張したことです。

日本でも理科離れの問題はありましたが、アメリカの理数教育は日本よりもっと危機にさらさ

れているという認識でした。

　私がこの集まりで日米対話のレポートを取り上げたのは、次の 10.4.2 を皆さま方に見てい

ただきたいからです。「科学技術の理解増進」として、「科学館は、国民に対する科学技術の理

解増進活動を推進していく上で、重要な役割を担っており、科学館間のネットワークが構築さ

れるべきものと考える」。この点に関して日本側から出した案は、未来館とサンフランシスコ

にあるエクスプローラトリアムを軸にして、科学館の日米のネットワークを作ることでした。

少し提案が大き過ぎて、その文面どおりには入りませんでしたが、ぜひこういうことをやろう

ということについては、この時点で会議の参加者の間では合意されております。

　また、「日本の『科学技術理解増進拠点（仮称）』と米国の対応する機関との間における、コ

ンテンツ（CD-ROM やインターネットなどのマルティメディアコンテンツ）の共同利用・共同

開発、サイエンスキャンプのような共同プログラム、人事交流プログラムなどの活動も奨励す

る」ことになりました。（PPT 資料 7 ～ 11 参照）

３．博物館の定義

　日本の場合、1951 年に制定された博物館法の中に、「『博物館』とは、歴史、芸術、民族、産業、

自然科学等に関する資料を収集し、保管し、展示して、教育的配慮の下に一般公衆の利用に供

し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために、必要な事業を行い、あわせて

これらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関」と定義されています。英国では
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2002 年『Code of Ethics for Museums』で、「博物館は、人々が知的刺激や学習、楽しみを目

的に、収蔵品を探求できるところである。博物館は、社会から付託された資料や標本を収集し、

保護し、アクセスできるようにする施設である」と定義されています。英国は大枠を決めたら、

あとは周りで活動するのは自由という考えのようです。極端に言うと各博物館が自由に活動し

ているということかと思います。

　面白いのはアメリカです。『新時代の博物館学』という本の中に、「博物館は、世界の事物を

収集、保存し、意味づけて公開することによって、公衆に対して独自の貢献をしている」から

始まる非常に詳細な記述があります。私が一番気に入ったのは、その使命に「教育活動も含ま

れている」というところです。また、「各機関の使命はそれぞれ多様であるが、共通している

のは、非営利の組織であるということ、そして、公衆への奉仕に従事していることである」と

されており、「非営利の組織であるということ」「公衆への奉仕に従事していること」というと

ころが非常に大切だと思います。日本は政府即ち国が率先して、博物館を独法化して金を稼げ、

金を稼げと言っており、根本的な姿勢の違いがここに表れているのではないかと思います。（PPT

資料 12 ～ 13 参照）

４．科学技術の理解に対する各国の比較

4-1. 大人による科学技術への興味

1997 年に、OECD が「Science and Technology in the Public Eye」というレポートを出し、

OECD 加盟国の内 14 カ国について、国民がどの程度科学技術に興味を持っているのかを調

べた結果を紹介しています。

「非常に強い興味を持っている」と「かなり興味を持っている」のパーセンテージを見る

と、日本は 14 カ国中最下位です。日本で強い興味を持っている国民のパーセンテージは 3％

くらいしかないのに、アメリカでは 15％、フランスでは 17％くらいになっています。また、

科学技術に関する極めて基本的な問題、例えば空気は窒素と何からできているかといった問

題を数十問出して、それに答えてもらった結果です。非常にいい点を取った人とまあまあと

いう人を合わせると、ポルトガルに次いで、日本は下から２番目です。英国は結構高いとい

う結果でした。（PPT 資料 14 ～ 15 参照）

有馬朗人先生が嘆かれているのは、この調査対象になった人たちが、中学校のときに一番

理科をたくさんやっている人たちだという点です。理科の授業を割合的に最も多く受けた人

たちが、大人になると、こういう体たらくになっているということです。この点は何とかし

なければいけません。その中心的役割を果たせるのが、科学博物館ではないかと私は思って

います。

「科学技術に対する興味の違い」という観点で、日本、アメリカ、イギリス３国を比べた

結果では、「新しい科学上の発見」については、「非常に興味がある」「ある程度興味がある」
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を足した割合がアメリカでは 83％を超えており、英国も 85％ですが、日本は約 63％しか

ありません。「新しい技術や発見の利用」も同じようなものです。「宇宙開発」になると、や

や状況が違ってきて、日本は結構高く 54.2％ですが、それでもイギリスと同じぐらいです。

一方、「環境問題」になると 85.4％と他の国より高く、また「地球温暖化」も他の国より

高くなっています。ここからいえることは、興味の対象が偏っているということです。環境

問題や地球温暖化には強い関心を示すけれども、新しい科学上の発見や新しい技術や発見の

利用などについては、あまり興味を示していないという状況が見て取れます。（PPT 資料 16

参照）

もっと心配なのは、科学技術に対する国民の関心です。「関心がある」と答えたパーセンテー

ジは 20 代で低い。私どもが理科離れについて議論していたのが 1994 ～ 1995 年くらいで

すが、どんどん 20 代の数値が下がっていくので随分心配しました。それが少し戻って一時

ほどは状況が悪くなくなったものの、やはり全体から比べると 20 代が低いのは大問題です。

年齢別に見ると 30 代、40 代となるにつれ高くなっています。人間は年を取っていきますの

で、何年か後に調べると、ますます全体としては数値が下がることになるものと思います。

新しい 20 代が興味を持ってくれればいいですが、恐らくそうはならないと思われますので、

この点は由々しき問題です。（PPT 資料 17 ～ 18 参照）

女性と男性を比べると、女性にもっと興味を持ってもらう工夫をする必要があることが分

かります。あまり差がないといえばないのかもしれませんが、まだ男性の方が、興味がある

と答えているプロポーションは高いようです。（PPT 資料 18 参照）

また、科学技術に関する情報をいかにして入手するかについても、アメリカとイギリスと

日本を比較してみました。「テレビ」から取るのは、日本 90％、イギリス 80％、アメリカ

79％と似たようなものですが、「家庭での話」「友達との会話」から取る点については、アメ

リカや英国は 60％に近い状況であるのに、日本では 30％位しかありません。また、「雑誌

の記事」も日本ははるかに低く、「本」はもっと低い。「ミュージアム」になると、アメリカ、

イギリスは 50％近いのに、日本は 21％です。日本中にたくさんの科学館、付属の類似施設

があるのに、そこから情報を取っていないということです。また、「大学あるいは研究所の

公開日」に情報を取る人がアメリカで 26％、英国も 20％ですが、日本は 3％程度しかあり

ません。（PPT 資料 19 参照）

また、科学技術について知りたいことを知る機会や情報を提供しているところは十分にあ

るかどうかという質問に対し、「イエス」と答えた人の比率を見ると、2003 年の 17.6％に

対し、2007 年では少し増えて 22.1％とやや改善していますが、それでも５人に１人の割合

です。リソースがあるのに利用しようとしないという点が日本の大きな問題のように思いま

す。科学館を訪れる人は、１年間に日本の全館で 3500 万人くらいでしょうか。しかし、類

似施設まで入れると、500 の科学館があるにしては数が少ないと思います。（PPT 資料 20

～ 24 参照）
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4-2. 子どもによる科学技術への興味

次に子どもの問題に移ります。PISA ではほぼ定期的に科学（理科）、算数・数学の学力の

国際比較調査をしています。

科学については、2000 年と 2003 年は日本は 2 位だったのが、2006 年になると６位に

なりました。この点についてマスコミが騒いだことがありましたが、私は科学技術に対する

姿勢の方がはるかに大切だと思っており、点数や順位はそう心配することはないと思います。

もう一つ言えるのは、2006 年の上位は、カナダを除いてみんな小さな国です。シンガポー

ルでは人口 500 万人、フィンランドも 530 万人しかいませんから、これらの国はマネジし

やすい国です。日本は 1 億という人口を持っている国ですから、そう簡単にマネジできない

ということからすると、非常によくやっているのではないかと思います。（PPT 資料 25 参照）

問題なのは算数で、2000 年に 1 位で、2003 年には 6 位とかなり下がって、2009 年にま

た上がりました。多分今後は上がっていくのではないかと思っています。理科は科学館のよ

うな所に来ると、いろいろな体験ができ、目で見ることができるなら理解しやすいのですが、

算数・数学はその点非常に難しい。名城大学の四方義啓先生が名古屋大学にいらしたときに、

数学がいかに日常生活で使われているか教えなければ駄目だということで、さまざまなプロ

グラムを開発されたのですが、そういうことをやる数学者がもっと沢山出てこないといけな

いと思います。（PPT 資料 26 参照）

2006 年の PISA の試験のとき、「科学に関する知識を身に付けることは楽しいか」「科学

的な事柄を勉強するのは楽しいか」ということについてアンケート調査しています。その質

問に対して肯定的な回答をした日本の子ども達の比率が OECD30 カ国（実際は OECD 加盟

国以外も含めた 30 カ国以上）の平均値より低くなっています。また、科学的な知識を必要

とする職業に就きたいという希望を持つ若者も、OECD の平均に比べると随分低い状況です。

ただ、「科学の先端分野とこれからも接触を保っていきたい」に対しては、OECD の平均より

高いので、この点はよいと思います。しかしその他全の項目、殊に職業との関係の項目につ

いては大変心配な結果となっています。（PPT 資料 27 参照）

PISA とよく並び称せられる TIMMS という IEA（国際教育到達度評価学会）が行っている

調査について、一つ明るいニュースがあります。算数（数学）と理科について聞いているの

ですが、「勉強することが楽しい」と言っている子どもが、2007 年の「科学」では 87％と、

参加国の平均値より高くなっています。理科好きの子どもが増えているということです。こ

れは多分学校で盛んに実験をやるようになったからだと思います。ただ、算数は駄目です。

算数について博物館で、子どもたちを引き付けるようなプログラムを作っていただければと

思います。四方先生のような人の助けを借りて、何か考えれば、子ども達がそれに食いつい

てくるかもしれません。（PPT 資料 28 参照）

次に、授業時間数の変化を見てみます。例のゆとり教育時代との比較ができます。まず小

学校です。国語はほとんど変わっていません。一度下がりましたが、次の学習指導要領の改

訂で少し増えました。算数・体育は割合変わっていません。一番下がったのが理科と社会です。



記
念
講
演

博物館の役割について考える
－科学技術理解増進を超えて－

－ 9－

理科はその後多少上げましたが、あまり上がっていません。（PPT 資料 34 参照）

今、土曜日の休日をなくす議論がありますが、日本人は、子どもを学校に閉じ込めてさえ

おけば勉強すると考えているのではないかと思います。私はそれよりも大切なのは先生方の

資質を上げ、教え方を工夫することではないかと思っています。

中学校レベルでは相当な変化をしています。国語では 525 時間あったのが、2002 年に

は 350 時間となり、その後 385 時間に戻っています。これで PISA 等や TIMMS 等の成績が

良くなると、「学習時間を増やして良かった」ということになるのではないかと思いますが、

上がったとしても、それは授業時間のせいばかりではないと思います。（PPT 資料 35 参照）

５．新学習要領が目指すもの

　新学習指導要領は非常によくできていると思います。幸か不幸か、議論の終盤に義務教育費

国庫負担の問題が出て来て、議論する時間がたっぷり取れたためだと思います。新しい学習指

導要領が出ると、必ずマスコミは何かしら悪口を言うのですが、今回については珍しく悪口は

ほとんど出ませんでした。

　10 年改訂で導入された「総合的な学習の時間」は、アイデアとしては非常に良いもので、

小学校の先生方は、総合的な学習の時間を大体うまくこなしておられました。ところが、中学

校レベルで問題が起きました。小学校の先生は学級担任で、ほとんど全科目を教えているので

科目間の障壁はあまり感じておられないのに対し、総合学習の時間は科目間の障壁を取り除く

ような授業の考え方ですから、教科担任である中学校の先生には非常に抵抗があり、現場で戸

惑いが起きてしまいました。それが「ゆとり教育」の方針について混乱を招いた原因ではない

かと言われており、私もそうだと思います。

　今次改訂をした指導要領では、総合的な学習の授業時数は少し減りましたが、各教科と総合

的な学習をつなぐ工夫をしました。

　今までの学習指導要領では、「基礎的・基本的な知識・技能の習得」が非常に強調されて、「思

考力・判断力・表現力等の育成」が少し弱かった。そういうことから、ゴールを「知識・技能

の習得」と「それらを活用」する力と、「課題を探求する能力」の三つに分けて、それぞれど

のようなことをやるべきかを提案いたしました。

　もう一つ大きなポイントは、「言語力」と「体験」、この二つを媒介にして、活用能力を増し

ていくことにしたことです。知識を吸収した後に、言語力と体験を通して活用能力を増し、最

終的に課題探求の能力に持っていくという、非常にはっきりしたストーリーを打ち出しました。

この「体験」の中に、ぜひ博物館との情報の連携を加えてほしいと願っています。（PPT 資料

36 参照）
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６．英国での体験

　私が最初に英国に行ったときは私の子どもが小さかったので、随分博物館へ行きました。中

でもブリティッシュ・ミュージアムは本当にすごい博物館で、子どもたちも大好きでした。

　ある時、ロンドンのナショナル・ギャラリーへ行ったところ、小学生と思われる子ども達が

たくさん来ていました。美術館の学芸員といった感じの人が説明に付いているのですが、その

説明が素晴らしいのに本当にびっくりしました。それ以後、私は外国のどこの美術館へ行って

も、学童のグループがいたら必ずその後ろに付いて学芸員の説明を聞いて、様々なことを学ぶ

ようにしています。

　そんなこともあって、「このようなことを博物館でやらなければ駄目だ」と思うようになっ

たのです。最近はサイエンスコミュニケーターの養成に努力されているようですが、一流のコ

ミュニケーター、学芸員のような方を育てて、その方を媒体にして、いろいろなものを子ども

たちに理解させる必要があると思います。

　途中、かなり資料の説明を端折りましたが、あっという間に１時間がたってしまいました。

皆さま方にどの程度、私の本意がご理解いただけたか分かりませんが、以上をもって、私の話

を終わらせていただきます。
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